
「笹目町の家」

与件
古都の風情になじみ
いつかお店を
開けるような家

Process 1 / Conversation

［ 建主からの要望 ］

・「上落合の家」（2012）の光の入り方が気に入った。

・子どもを土のあるところで育てたい。
・北東の山が見えるように。
・家で、いつかクラフトのお店を営業できるように。

［ 建築家が必要だと判断した与件 ］

・ご家族が心安く住める家。
・古都・鎌倉の街並みに貢献したい。
・ご主人が研究者なので、書斎が必要。

［ 家族構成（駐車台数） ］

夫婦＋子ども３人（車１台）

設計依頼の
きっかけとなった
過去の作品

写真撮影：西川公朗

鉄筋コンクリート造の住
宅。天窓からルーバー越
しに自然光が入り、日々
の光の移ろいが感じられ
るように意図された。

「上落合の家」

いつかお店を開きたい、という建主
の要望と、古都・鎌倉という土地柄
から、街並みに貢献する家をつくる
ことが目指された。

南西側の外観。古都・鎌
倉になじむように、家の
顔となる塀は、経年変化
を意図して枕木を素地の
まま積んだもの。

神奈川県鎌倉市

第一種中高層住居専用地域

法第22条区域、鎌倉景観地区（旧市街）

北側4m、西側6.02m

125.42㎡

土地購入ずみで依頼

所在地

地域地区

道路幅員

敷地面積

備考

土地概要配置図
鎌倉観光の中心地からは
やや離れた住宅街の角地。
ただし、少し歩くと銭洗
弁財天などの観光地があ
り、人力車も通る。
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